
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
費
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

一
般
質
問
で
1９
人
が
市
政
を
問
う

委
員
会
の
行
政
視
察
報
告

…
…
… 
4

… 
6

…
…
… 

15

表紙写真を一般募集しています。裏表紙をご覧ください。

表紙
写真

● 春集うしだれ桜（三明寺）
● 平成28年3月27日撮影　加藤甲子雄（東曙町）
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平成29年2月1日
No.

はるつど
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本会議の状況

　12月定例会は、12月１日から12月19日までの19日間を会期として開かれま
した。28年度一般会計補正予算を始めとした29議案のほか、同意１件、報告
１件、諮問１件が提出されました。そのほか、意見書１件が審議されました。
　また、１９人が一般質問を行いました。

議 案 審 議

○副市長定数条例の一部改正
　副市長の定数を現行の「１人」から「２人以内」と改めるもの
○市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の額並びにその支給に関する
　条例及び市長等の給与に関する条例の一部改正
　市議会議員、市長、副市長、教育長の期末手当の支給割合を見直すもの
○市税条例の一部改正
　①ふるさと寄附金に係る寄附金税額控除について、特別控除の限度額を所得割の額の１割から２
　　割に引き上げるもの
　②外国居住者等の所得に対する相互主義による所得税等の非課税等に関する法律の改正に伴い、
　　同法に規定する特例適用利子等または特例適用配当等について、個人市民税の所得割は３％の
　　税率による分離課税にするもの

○手数料条例の一部改正
　老人短期入所手数料を見直すもの

○生涯学習会館条例の一部改正
　音羽生涯学習会館の集会室、会議室、調理室の使用料を見直すもの

○体育施設条例の一部改正
　陸上競技場の利用時間の見直し及び市スポーツ公園野球場始め３施設の利用料金を見直すもの

○ゆうあいの里条例の一部改正
　諏訪西地域活動支援センターを移転し、ゆうあいの里南障害者生活介護施設として設置するととも
　に、ふれあいセンターの浴室の利用料金の限度額を見直すもの

○国民健康保険条例の一部改正
　①国民健康保険法の施行令の改正に伴い、保険料に係る所得割額の算定及び減額に関し、所要の
　　措置を講ずるもの
　②被保険者の負担の軽減を図るため、保険料の減免の手続きを簡素化するもの

○赤塚山公園施設の管理に関する条例の一部改正
　市民のスクエアの照明設備の利用区分を「全点灯のみ」から「全点灯と３分の２点灯」に見直すもの

○東三河都市計画豊川下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正
　公共下水道の整備事業に伴い、御津第12負担区の受益者負担金を定めるもの

条例の一部改正 全て
原案可決

平 成 ２8 年
12 月定例会



3　議会だより No.180　

主
な
討
論

副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　

２
人
目
の
副
市
長
は
建
設
部
な
ど
が
行
う
都
市
基
盤
整
備
を

担
当
す
る
こ
と
か
ら
、
市
政
運
営
の
方
向
性
が
ハ
ー
ド
事
業
の

強
化
と
推
測
さ
れ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
な
ど
、
国

か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
事
業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
市
民
の

声
を
聞
き
、
市
民
福
祉
の
増
進
の
た
め
の
事
業
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
市
役
所
で
も
非
正
規
職
員
が
増
え
、
行
政
職
員

も
保
育
職
員
も
不
足
し
て
い
る
。
副
市
長
１
人
分
の
報
酬
で
４

人
の
新
人
職
員
が
採
用
で
き
る
。
人
件
費
は
市
職
員
の
増
員
に

こ
そ
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
と
人
口
減
少
時
代
の
到
来
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
と
複
雑
化
に
よ
り
本
市
の
取
り
組
む
課
題
も
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
や
産
業
振
興
、
市
民
が
安
全

安
心
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
防
災
対
策
や
都
市
基
盤
整
備
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
、
今
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
、
よ
り
的
確
に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
長
を
支

え
る
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
副

市
長
２
人
体
制
は
本
市
の
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
に
と
っ
て
必

要
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

本会議の状況

※
会
派
別
賛
否
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
５
ペ
ー
ジ
の
議
決
状
況
の
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

条例の制定

○農業委員会の委員及び農地利用最
　適化推進委員の定数を定める条例
　の制定
　農業委員会の委員の定数を19人、農地利
　用最適化推進委員の定数を15人と定める
　もの

条例の廃止

○老人憩の家条例の廃止
　一宮東部を始め１０の老人憩の家を廃止
　し、市による指定管理から地元負担管理に
　よる施設とするもの

原案可決 原案可決

【
意
見
の
要
旨
】

　

地
方
創
生
が
、
我
が
国
の
将
来
に
と
っ
て
重
要

な
政
治
課
題
と
な
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
大
き
な

責
任
を
有
す
る
地
方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
方
議
会
議
員
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
方
行
政
の
広
範
か
つ
専
門
的

な
諸
課
題
に
つ
い
て
住
民
の
意
向
を
く
み
と
り
、

的
確
に
執
行
機
関
の
監
視
や
政
策
提
言
等
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
議
会
議
員
は
、
議
会
活
動
の
ほ
か

地
域
に
お
け
る
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
様
々
な
議

員
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
近
年
に
お
い
て
は
、
都

市
部
を
中
心
に
専
業
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ

る
。

　

一
方
で
、
統
一
地
方
選
挙
の
結
果
を
み
る
と
、

投
票
率
が
低
下
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
無
投
票
当

選
者
の
割
合
が
高
く
な
る
な
ど
、
住
民
の
関
心
の

低
さ
や
地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
民
の
幅
広
い
層
か
ら
の
政
治
参
加

や
地
方
議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
加
入
の
た
め
の
法
整

備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、内
閣
官
房
長
官
、

総
務
大
臣
、財
務
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の

　
　

加
入
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決
！

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
強
化
に
賛
成
!!

ハ
ー
ド
事
業
の
強
化
、
人
件
費
の
増
加
に
反
対
!!

賛
成
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本会議の状況

○交通安全施設整備事業費（経済対策）（630万円追加）
　小学校通学路のカラー舗装を行うため、工事費を追加するもの
○情報システム共通運営費（302万円追加）
　情報セキュリティ強化対策として委託料等を追加するもの
○臨時福祉給付金（経済対策分）給付事業費（4億5,372万7,000円追加）
　低所得の高齢者を対象とした臨時福祉給付金を追加するもの
○障害者福祉施設建設費補助金（2,135万7,000円追加）
　社会福祉法人明世会が小坂井町に障害者福祉施設を建設するに当たり補助金を追加するもの
○障害児施設給付費（１億304万2,000円追加）
　障害児放課後等デイサービスの新規開設による利用者数の増加に伴い追加するもの
○道路等維持補修事業費（経済対策）（680万円追加）
　道路照明灯のＬＥＤ化を行うため、道路照明灯ポールなどの点検委託料を追加するもの
○橋りょう補修工事費（経済対策）（7,300万円追加）
　開運橋始め２橋の補修工事費を追加するもの
○外壁等改修事業費（経済対策）（1,016万3,000円追加）
　曙住宅始め３住宅の外壁等の診断調査委託料を追加するもの
○耐震事業費（経済対策）（1,144万3,000円追加）
　市営住宅の耐震補強の実施設計委託料を追加するもの
○防災センター整備事業費（1,717万2,000円追加）
　防災センター基本設計委託料を追加するもの
○学校環境対策事業費（経済対策を含む）（８億6,702万6,000円追加）
　小学校普通教室空調設備設置工事実施設計委託料を追加するもの
　小坂井西小学校始め５校のトイレ改修工事費（経済対策）を追加するもの
　中学校普通教室空調設備設置工事費（経済対策）を追加するもの
○校舎外壁等改修事業費（経済対策）（１億5,511万円追加）
　豊小学校、御津南部小学校の外壁等改修工事費を追加するもの

一般会計補正予算 原案可決

主
な
討
論

28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

　

国
に
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
景
気
が
上
向
い
た
と

い
う
認
識
が
あ
る
が
、
一
市
民
と
し
て
は
、
景
気

回
復
の
恩
恵
を
感
じ
ら
れ
る
状
況
に
は
な
い
。
大

企
業
、
正
社
員
し
か
対
象
と
し
て
い
な
い
人
事
院

勧
告
に
従
っ
て
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
増
額

す
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
お
け
る
国
と
自
治
体
間
で
の
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
構
築
の
た
め
の
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
国
か
ら
の
補
助
は
約
３
分
の
２
し
か
な
い
。

国
の
都
合
に
よ
る
変
更
な
ら
ば
、
全
額
国
が
支
出

す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

　

中
学
校
普
通
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
、
ト
イ
レ
改

修
事
業
は
、
国
へ
積
極
的
に
要
望
活
動
を
行
い
、

補
助
金
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
る
29
年
度
の
前
倒

し
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の

備
え
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
早
期
に
進
め
る
こ
と
で
防
災
対
策
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
低
所
得
者
向
け
の

臨
時
福
祉
給
付
金
、
行
政
間
の
情
報
連
携
に
伴
う

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
改

修
な
ど
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
、
経
済
効
果

を
精
査
し
た
予
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

議
員
の
期
末
手
当
ア
ッ
プ
に
反
対
!!

主
要
事
業
の
早
期
実
施
に
賛
成
!!
賛
成
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75　28年度一般会計補正予算（第３号）

76　28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

77　28年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

78　28年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

79　28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

80　28年度介護保険特別会計補正予算（第２号）

81　副市長定数条例の一部改正

82　市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正

83　市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の額並びにその支給に関する条

　　 例及び豊川市長等の給与に関する条例の一部改正

84　市職員給与条例及び豊川市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部

　　 改正

85　市職員退職手当支給条例の一部改正

86　市税条例の一部改正

87　手数料条例の一部改正

88　生涯学習会館条例の一部改正

89　体育施設条例の一部改正

90　ゆうあいの里条例の一部改正

91　老人憩の家条例の廃止

92　指定地域密着型サービスの事業及び指定地域密着型介護予防サービスの事業に

　　 関する基準を定める条例の一部改正

93　国民健康保険条例の一部改正

94　赤塚山公園施設の管理に関する条例の一部改正

95　公共駐車場条例の一部改正

96　東三河都市計画豊川下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正

97　農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の制定

98　福祉部が所管する公の施設に係る指定管理者の指定

99　市道路線の廃止

100　市道路線の認定

101　土地の取得の変更

102　新市基本計画の変更（豊川市・音羽町・御津町）

103　新市基本計画の変更（豊川市・小坂井町）

同意７　固定資産評価審査委員会の委員の選任同意

報告14　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告

諮問３　人権擁護委員候補者の推薦

意見１　地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書の発議

議 　 案 　 名
会 派 別 賛 否 状 況 議 決

結 果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

報告

異議ない

可決

未来 公明 共産 無会派

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

○

○×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

―

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

○

○×

清風

報告14については、報告のみで採決はありません。

未来―とよかわ未来（18）　清風―清風会（5）　公明―公明党市議団（3）　
共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―1人会派（2）　※（　）内は所属人数　　

■12月定例会 ○賛成・×反対

議決状況の一覧

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

可決

可決

可決

本会議の状況
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「災害に強いまちづくり」
「公契約と入札制度改革」「児童発達支援体制」
「御油の松並木の保全」「第２９回豊川手筒まつり」
「土地利用規制の緩和」
「文化政策の現状と今後の展望」
「密集市街地整備事業」
「教職員の多忙化解消」
「地域コミュニティとの協働のまちづくり」
「図書館の取り組み」
「休日保育・時間外保育」「がん対策」「介護予防事業」
「豊川市開発ビルの経営状況」
「環境基本計画における生物多様性保全への取り組み」
「行政当局の政務活動費への関わり方」「薔薇のまちＴＯＹＯＫＡＷＡ　
　を目指して」
「将来の人口」
「高齢者を対象とした生涯学習のあり方」「北朝鮮による拉致問題啓　
　発週間における取り組み」
「『捨てねこ・野良ねこ』問題の解決に向けて」「自衛隊の南スーダン　
　ＰＫＯ派遣」「愛知県の『病床削減』計画（『愛知県地域医療構想』）」
「スズキ自動車豊川工場跡地予定地へのイオンモール進出計画」
「小坂井地区リーディング事業・複合施設建設への住民の意見に対する
　考え方」「介護保険事業」
「高齢者の交通死亡事故対策」
「定員適正化計画と効率的な組織体制」

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針など
を質問することです。質問時間は30分（答弁の時間は除く）で、一括方式（質問回数3回）または、
一問一答方式（質問回数無制限）で行っています。
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページで公開する
インターネット中継（録画）、会議録をご覧ください。

井川　郁恵
堀内　重佳
平松　八郎
神谷謙太郎
星川　博文
柴田　輝明
柴田　訓成
石原　政明
冨田　　潤
大野　良彦
今泉　淳乙
中村　浩之
倉橋　英樹

浦野　隼次
八木　月子

安間　寛子

佐藤　郁恵

早川　喬俊
野本　逸郎

一
般

質

問

一般質問とは

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

【
問
】
女
性
の
視
点
に
立

っ
た
防
災
対
策
や
避
難
所

運
営
の
今
後
の
考
え
方
は
。

【
答
】
女
性
目
線
で
考
え

る
避
難
所
運
営
検
討
会
を

今
後
も
継
続
的
に
開
催
し
、

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
備
蓄
品
を
検
討
す
る
参

考
と
し
た
い
。

【
問
】
今
年
度
に
実
施
し

た
備
蓄
品
拡
充
の
内
容
は
。

【
答
】
避
難
所
用
更
衣
室

兼
授
乳
室
を
追
加
し
、
乳

児
用
哺
乳
瓶
を
使
い
捨
て

に
変
更
し
、
配
備
し
た
。

【
問
】
今
後
の
避
難
所
運

営
訓
練
の
推
進
の
考
え
は
。

【
答
】
自
主
防
災
会
に
働

き
か
け
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、

更
衣
室
兼
授
乳
室
な
ど
の

設
営
訓
練
を
学
校
施
設
で

実
施
し
、
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
の
理
解
が
深
め
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

【
問
】
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
対
す
る
情
報
伝
達
手
段

の
拡
充
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
国
が
行
う
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
や
市
が
行
う
エ
リ
ア

メ
ー
ル
が
あ
り
、
災
害
時

に
は
市
の
公
式
ツ
ィ
ッ
タ

ー
等
で
も
情
報
提
供
す
る
。

井
　
川
　
郁
　
恵

女
性
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
対
策
や

避
難
所
運
営
の
今
後
の
考
え
方
は
？

一般質問

更衣室兼授乳室

①

営
訓
練
の
推
進
の
考
え
は
。

①Ｊアラート
　対処に時間的余裕のない
事態に関する緊急情報を人
工衛星を用いて送信し、市町
村防災行政無線等を自動起
動することにより、住民に緊
急情報を瞬時に伝達する「全
国瞬時警報システム」のこと。
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一般質問

【
問
】
松
並
木
の
後
継
樹

育
成
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
愛
護
会
と
共
同
で

並
木
の
松
か
ら
種
子
を
採

取
し
、
苗
を
育
て
、
並
木

土
手
に
後
継
樹
と
し
て
補

植
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
御
油
、
赤
坂
に
あ

る
文
化
財
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
考
え
は
。

【
答
】
旅
籠
大
橋
屋
の
保

存
修
理
後
の
公
開
活
用
に

向
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
に
わ
た
り
検
討
し
、

文
化
財
群
と
し
て
観
光
面

も
含
め
た
活
用
を
図
る
。

【
問
】
手
筒
ま
つ
り
来
場

者
の
安
全
対
策
は
。

【
答
】
有
事
の
際
に
は
迅

速
に
誘
導
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
メ
ー
ン
の
出

入
り
口
か
ら
桟
敷
席
に
か

け
て
の
通
路
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、

体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

【
問
】
手
筒
ま
つ
り
の
会

場
を
変
更
す
る
考
え
は
。

【
答
】
公
共
交
通
機
関
の

利
用
も
可
能
で
、
来
場
者

や
関
係
者
の
駐
車
場
も
確

保
で
き
て
い
る
た
め
、
引

き
続
き
、
市
野
球
場
で
開

催
す
る
。

【
問
】
公
契
約
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
組
織
は
。

【
答
】
課
長
級
の
職
員
で

構
成
す
る
公
契
約
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
を
10
月
に

立
ち
上
げ
、
調
査
、
研
究

と
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
今
後
の
公
契
約
条

例
制
定
に
向
け
た
取
り
組

み
と
進
め
方
は
。

【
答
】
入
札
及
び
契
約
制

度
改
革
と
し
て
、
最
低
制

限
価
格
制
度
や
一
般
競
争

入
札
を
委
託
等
へ
拡
大
す

る
た
め
の
検
討
と
、
31
年

度
以
降
の
労
働
報
酬
下
限

額
設
定
、
条
例
化
に
向
け

て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

【
問
】
児
童
発
達
支
援
体

制
整
備
の
目
標
年
次
は
。

【
答
】
課
題
を
踏
ま
え
て
、

31
年
度
末
を
目
標
に
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
く
。

【
問
】
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
時
期
は
。

【
答
】
自
治
体
規
模
に
見

合
っ
た
福
祉
型
の
設
置
が

目
標
で
、
設
置
時
期
は
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
国
が

32
年
度
ま
で
に
各
市
町
村

に
１
カ
所
以
上
の
設
置
を

提
言
し
て
い
る
た
め
検
討
、

協
議
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。

【
問
】
暫
定
用
途
地
域
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
第
６
次
総
合
計
画

に
お
い
て
拠
点
周
辺
へ
の

居
住
促
進
の
手
法
と
し
て

土
地
利
用
規
制
の
緩
和
を

位
置
づ
け
て
お
り
、
暫
定

用
途
地
域
の
解
消
に
向
け

た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

【
問
】
土
地
区
画
整
理
事

業
が
実
施
さ
れ
な
い
と
、

暫
定
用
途
地
域
は
解
消
さ

れ
な
い
の
か
。

【
答
】
諸
条
件
は
あ
る
が
、

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
地

域
住
民
と
十
分
に
協
議
さ

れ
、
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、

長
期
的
な
整
備
計
画
に
よ

る
解
消
や
基
盤
整
備
状
況

を
維
持
す
る
形
で
解
消
す

る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

【
問
】
７
カ
所
の
暫
定
用

途
地
域
の
中
で
最
初
に
平

尾
地
区
に
お
い
て
解
消
の

取
り
組
み
を
す
る
理
由
は
。

【
答
】
骨
格
と
な
る
都
市

計
画
道
路
が
既
に
整
備
さ

れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
西

部
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
に
よ
り
、
不
足
す
る

基
盤
施
設
が
解
消
さ
れ
る

な
ど
の
条
件
が
整
っ
て
い

る
と
判
断
し
た
た
め
。

平
　
松
　
八
　
郎

御
油
の
松
並
木
の

後
継
樹
育
成
の
取
り
組
み
は
？

堀
　
内
　
重
　
佳

公
契
約
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
組
織
は
？

神
　
谷
　
謙
太
郎

暫
定
用
途
地
域
に
つ
い
て
の

考
え
は
？

国指定天然記念物　御油の松並木

②暫定用途地域
　土地区画整理事業などの面的な公
共施設の整備を前提として、新たに
市街化を図る区域について、その整
備に備え、用途地域を原則、第一種
低層住居専用地域とし、建ぺい率、
容積率、建築物の高さの限度を低く
設定している地域。

②
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【
問
】
本
市
の
教
職
員
の

勤
務
の
実
態
は
。

【
答
】
教
員
の
勤
務
時
間

は
週
38
時
間
45
分
と
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
昨
年
度

の
調
査
で
は
、
小
学
校
は

50
か
ら
80
時
間
の
教
員
が

約
８
割
、
中
学
校
は
60
か

ら
100
時
間
の
教
員
が
８
割

を
超
え
て
い
た
。

【
問
】
教
職
員
の
多
忙
化

が
進
む
要
因
は
。

【
答
】
各
教
科
の
学
習
内

容
の
増
加
、
小
学
校
の
英

語
科
、
道
徳
の
教
科
化
に

よ
る
研
修
の
増
加
、
中
学

校
で
の
部
活
動
の
指
導
。

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

暴
力
行
為
、
虐
待
な
ど
特

別
な
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
や
保
護
者
と
の
面
談
、

家
庭
訪
問
の
機
会
の
増
加

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
問
】
教
員
の
負
担
軽
減

に
対
す
る
国
県
の
動
向
は
。

【
答
】
文
科
省
で
は
教
員

の
時
間
外
勤
務
を
現
行
の

半
分
程
度
に
削
減
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
た
い
と
し

て
い
る
。
県
教
育
委
員
会

で
は
教
員
の
多
忙
化
解
消

プ
ラ
ン
︵
仮
称
︶
を
今
年

度
中
に
ま
と
め
る
。

【
問
】
行
政
を
始
め
と
す

る
支
援
体
制
と
役
割
は
。

【
答
】
市
で
は
、
密
集
市

街
地
整
備
推
進
部
会
を
設

置
し
、
支
援
体
制
を
整
え
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
取

っ
た
。
ま
た
、
防
災
の
専

門
的
な
知
識
を
持
つ
大
学

の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
円
滑
な
課
題
整
理
、

地
元
の
意
見
を
引
き
出
す

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
で
企

画
立
案
、
運
営
に
貢
献
し

て
い
た
だ
い
た
。

【
問
】
牛
久
保
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
。

【
答
】
計
画
で
の
位
置
づ

け
は
な
い
が
、
巨
大
地
震

へ
の
備
え
と
し
て
、
即
効

性
の
あ
る
短
期
的
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
手
が
け
、
市

街
地
の
安
全
性
を
図
る
。

【
問
】
今
後
ほ
か
の
地
域

に
展
開
し
て
い
く
考
え
は
。

【
答
】
再
度
選
定
ポ
イ
ン

ト
を
整
理
し
、
事
業
地
区

の
選
定
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
客
観
的
な
ま
ち
の

状
況
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
や
る
気
と
熱
意
、
自
主

防
災
の
実
態
や
活
動
状
況

か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
。

柴
　
田
　
訓
　
成

本
市
の
教
職
員
の
勤
務
の
実
態
は
？

柴
　
田
　
輝
　
明

牛
久
保
地
区
に
お
け
る

密
集
市
街
地
整
備
事
業
に
つ
い
て

【
問
】
と
よ
か
わ
文
化
芸

術
創
造
プ
ラ
ン
策
定
後
、

特
に
力
を
入
れ
た
事
業
は
。

【
答
】
ホ
ー
ル
へ
足
を
運

べ
な
い
子
ど
も
に
芸
術
に

触
れ
る
機
会
を
与
え
る
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
や
、
直

接
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

【
問
】
セ
ン
タ
ー
機
能
に

つ
い
て
の
課
題
と
進
捗
は
。

【
答
】
行
政
の
課
題
は
人

材
確
保
で
、
市
民
組
織
の

課
題
は
専
門
性
の
確
保
と

自
立
し
た
組
織
力
で
あ
る
。

現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
今
後
は
不
足

す
る
要
素
を
洗
い
出
し
、

対
策
を
考
え
て
い
く
。

【
問
】
新
た
な
行
政
課
題

の
解
決
の
た
め
の
文
化
政

策
に
お
け
る
取
り
組
み
は
。

【
答
】
ゼ
ロ
歳
児
と
子
育

て
中
の
親
を
対
象
と
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者

へ
の
取
り
組
み
は
福
祉
分

野
と
連
携
を
図
り
、
見
る

だ
け
で
は
な
く
参
加
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

星
　
川
　
博
　
文

文
化
施
策
の
現
状
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

一般質問

③アウトリーチ事業
　公的機関、公共的文化施設などが行う地
域への出張サービスのこと。例えば、プロ
のアーティストが学校や福祉施設に出向
いてミニコンサートを行う事業がある。
④センター機能
　本市の文化芸術の拠点となるもので、役
割としてはきめ細かなソフト事業の展開
をすること。

③

④
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一般質問

【
問
】
「
た
め
に
な
る
図

書
館
」
と
し
て
の
取
り
組

み
は
。

【
答
】
現
在
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
の
は
「
た
め
に

な
る
図
書
館
」
と
し
て
の

役
割
で
、
市
の
施
策
の
Ｐ

Ｒ
と
関
連
図
書
を
展
示
す

る
図
書
館
コ
ラ
ボ
展
示
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三

つ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
タ
イ
ム
リ

ー
な
情
報
や
豆
知
識
を
織

り
交
ぜ
、
た
め
に
な
る
情

報
を
発
信
し
て
い
る
。

【
問
】
グ
ル
ー
プ
の
研
究

会
活
動
な
ど
へ
部
屋
を
貸

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
中
央
図
書
館
は
部

屋
数
が
少
な
い
た
め
、
現

状
で
も
定
期
的
な
利
用
予

約
は
難
し
い
。
事
前
の
予

約
は
で
き
な
い
が
、
２
か

ら
７
名
で
、
１
時
間
利
用

の
グ
ル
ー
プ
研
究
室
を
活

用
し
て
ほ
し
い
。

【
問
】
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】
展
示
だ
け
で
な
く
、

他
部
署
の
講
座
や
講
演
会

な
ど
の
会
場
と
し
て
中
央

図
書
館
を
利
用
し
て
も
ら

い
、
そ
の
関
連
図
書
を
紹

介
す
る
な
ど
の
連
携
を
図

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
町
内
会
の
課
題
解

消
へ
の
行
政
の
対
策
は
。

【
答
】
加
入
率
の
減
少
対

策
と
し
て
、
補
助
制
度
に

よ
り
、
加
入
促
進
活
動
を

支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

役
員
の
担
い
手
不
足
対
策

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
行

っ
て
い
る
。

【
問
】
地
域
自
治
活
性
化

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
制
度
の
新
設
で
は

な
く
、
引
き
続
き
、
地
域

の
意
見
の
行
政
施
策
へ
の

反
映
な
ど
を
推
進
し
つ
つ
、

加
入
促
進
や
役
員
の
負
担

軽
減
に
取
り
組
み
、
町
内

会
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
先
進
事
例
な
ど
の

調
査
、
検
討
を
行
う
。

【
問
】
地
域
担
当
職
員
制

度
に
よ
り
、
市
職
員
が
町

内
会
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

る
考
え
は
。

【
答
】
市
と
町
内
会
は
互

い
に
自
立
し
た
対
等
な
立

場
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。
職
員
が
、

地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
、

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
参
画
す
る
こ
と
も

必
要
と
考
え
る
。

【
問
】
本
市
の
保
育
事
業

へ
の
ニ
ー
ズ
と
対
応
は
。

【
答
】
３
歳
未
満
児
受
け

入
れ
増
と
午
後
７
時
半
ま

で
の
延
長
保
育
実
施
園
増

加
へ
の
要
望
が
多
い
。
今

後
実
現
に
努
力
し
て
い
く
。

【
問
】
本
市
の
健
康
づ
く

り
の
中
で
の
が
ん
対
策
は
。

【
答
】
が
ん
は
本
市
の
死

因
の
３
割
を
占
め
て
い
る
。

国
県
に
倣
い
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
計
画
見
直
し
で

は
が
ん
死
亡
者
数
減
少
の

目
標
値
設
定
を
検
討
す
る
。

【
問
】
佐
賀
県
な
ど
で
の

胃
が
ん
対
策
と
し
て
の
ピ

ロ
リ
菌
除
去
へ
の
考
え
は
。

【
答
】
胃
が
ん
発
生
リ
ス

ク
の
減
少
に
有
効
と
考
え

る
が
、
実
施
に
つ
い
て
は

国
の
動
向
や
先
進
地
の
事

例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

【
問
】
介
護
予
防
事
業
の

今
後
と
評
価
方
法
は
。

【
答
】
運
動
器
機
能
向
上

教
室
を
今
年
度
８
教
室
、

来
年
度
12
教
室
に
拡
充
し
、

事
業
者
の
育
成
を
図
る
。

長
期
に
わ
た
り
教
室
参
加

者
の
初
回
の
要
介
護
認
定

の
年
齢
を
調
査
し
、
事
業

評
価
に
生
か
し
て
い
く
。

冨
　
田
　
　
　
潤

中
央
図
書
館
を

さ
ら
に
人
の
集
ま
る
施
設
に

石
　
原
　
政
　
明

町
内
会
が
抱
え
る
課
題
解
消
に

向
け
て
の
行
政
の
対
策
は
？

大
　
野
　
良
　
彦

休
日
保
育
と
が
ん
対
策
及
び

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

 中央図書館
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【
問
】
本
市
の
生
物
多
様

性
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
。

【
答
】
里
地
・
里
山
の
保

全
を
掲
げ
、
森
林
保
全
意

識
の
啓
発
と
し
て
里
山
保

全
活
動
を
行
う
人
材
を
育

成
し
、
市
民
に
よ
る
里
山

管
理
を
推
進
す
る
た
め
、

体
験
学
習
講
座
「
里
山
保

全
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
て
い
る
。

【
問
】
里
山
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
る
市
民
団
体
に

対
す
る
市
か
ら
の
補
助
は
。

【
答
】
現
在
は
な
い
。

【
問
】
資
源
化
施
設
の
処

理
手
数
料
の
一
部
を
基
金

化
し
、
支
援
す
る
考
え
は
。

【
答
】
処
理
手
数
料
は
施

設
の
管
理
運
営
費
に
充
て

る
べ
き
で
、
基
金
化
す
る

考
え
は
な
い
。

【
問
】
里
海
、
里
川
に
対

し
て
も
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
考
え
は
。

【
答
】
里
山
か
ら
川
、
海

へ
と
つ
な
が
る
自
然
を
守

る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、

現
在
活
動
し
て
い
る
団
体

も
あ
る
。
各
団
体
と
協
調

し
、
各
種
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
も
必
要
と
思
わ
れ
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

【
問
】
開
発
ビ
ル
へ
の
無

利
子
融
資
の
実
績
と
追
加

融
資
の
考
え
は
。

【
答
】
計
画
ど
お
り
実
施

し
、
以
後
、
追
加
は
な
く
、

現
時
点
で
予
定
も
な
い
。

【
問
】
大
き
な
空
床
が
発

生
し
、
長
期
間
、
借
り
手

が
な
い
場
合
の
考
え
は
。

【
答
】
テ
ナ
ン
ト
リ
ー
シ

ン
グ
に
全
力
を
挙
げ
て
も

ら
う
が
、
市
民
要
望
等
に

よ
り
市
内
の
中
心
部
に
公

共
施
設
が
必
要
と
さ
れ
れ

ば
公
共
施
設
配
置
の
可
能

性
は
あ
る
。

【
問
】
固
定
負
債
の
返
済

に
よ
る
資
金
シ
ョ
ー
ト
を

回
避
す
る
見
通
し
は
。

【
答
】
現
在
の
返
済
計
画

で
は
、
30
年
度
に
資
金
不

足
に
陥
る
。
市
へ
の
返
済

額
の
見
直
し
、
豊
川
信
用

金
庫
へ
の
返
済
方
法
に
つ

い
て
の
調
整
を
行
い
、
見

直
し
た
収
支
計
画
案
を
来

年
度
予
算
説
明
時
ま
で
に

示
し
た
い
。

【
問
】
第
三
者
委
員
会
な

ど
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
。

【
答
】
第
三
者
委
員
会
で

は
な
く
会
社
内
で
検
討
し
、

よ
り
よ
い
経
営
を
目
指
す
。

【
問
】
政
務
活
動
費
の
交

付
額
や
内
容
な
ど
を
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
の
審
議

内
容
に
含
め
る
考
え
は
。

【
答
】
現
在
は
、
議
員
報

酬
と
市
長
等
の
給
料
の
額

に
つ
い
て
、
審
議
会
の
意

見
を
聞
く
も
の
と
条
例
で

定
め
て
お
り
、
審
議
事
項

に
加
え
る
考
え
は
な
い
。

他
市
の
審
議
状
況
に
関
す

る
情
報
収
集
を
行
い
、
動

向
把
握
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
バ
ラ
を
活
用
し
た

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
取
り

組
み
状
況
は
。

【
答
】
今
年
度
は
、
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
の
首
都

圏
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

で
の
Ｐ
Ｒ
や
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
豊
川
市

産
バ
ラ
の
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ

ワ
ー
を
加
え
た
。

【
問
】
市
の
花
に
バ
ラ
の

追
加
を
検
討
す
る
考
え
は
。

【
答
】
市
の
花
サ
ツ
キ
は

市
民
投
票
で
決
定
し
、
市

民
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い

る
。
見
直
し
に
は
市
民
の

総
意
が
必
要
と
考
え
る
が
、

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
と

は
い
え
ず
、
現
在
、
検
討

す
る
考
え
は
な
い
。

中
　
村
　
浩
　
之

環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
へ
の
活
動
支
援
策
に
つ
い
て

今
　
泉
　
淳
　
乙

開
発
ビ
ル
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

倉
　
橋
　
英
　
樹

政
務
活
動
費
を
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

審
議
内
容
に
含
め
る
考
え
は
？

一般質問

 ラテン語で「一番」を意味するプリオ

全国１位の生産量　豊川市のバラ

回
避
す
る
見
通
し
は
。

⑤資金ショート
　手元の資金
が少なくなり、
資金繰りが立
ち行かなくな
ること。

⑤
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一般質問

【
問
】
第
３
次
生
涯
学
習

推
進
計
画
に
お
け
る
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
施
策
は
。

【
答
】
地
域
の
再
発
見
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
促
す
講
座
や
定
年
退
職

者
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
、

祖
父
母
の
学
び
に
よ
る
家

庭
教
育
力
の
向
上
、
各
種

講
座
等
の
自
主
サ
ー
ク
ル

化
の
推
進
な
ど
、
学
び
が

仲
間
づ
く
り
や
地
域
貢
献

に
つ
な
が
る
施
策
が
あ
る
。

【
問
】
地
域
で
の
高
齢
者

向
け
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
講
座
開
設
の
見
通
し
は
。

【
答
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
必
要
と
し
な
い
パ

ソ
コ
ン
講
座
の
拡
充
は
可

能
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
を
利
用
す
る
講
座

は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

す
る
た
め
、
別
途
通
信
環

境
の
整
備
が
必
要
な
の
で
、

今
後
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
な

が
ら
検
討
す
る
。

【
問
】
拉
致
問
題
に
対
す

る
本
市
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
中
に
、
ポ

ス
タ
ー
を
市
役
所
等
に
掲

示
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

記
事
を
掲
載
し
て
い
く
。

【
問
】
野
良
ね
こ
を
増
や

さ
な
い
正
し
い
飼
い
方
と

啓
発
を
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
】
正
し
い
飼
い
方
は
、

最
後
ま
で
責
任
を
持
ち
、

室
内
で
飼
い
、
去
勢
不
妊

手
術
を
す
る
こ
と
。
啓
発

の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
情
報
を
掲
載
、
市
役
所

の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
備
、
広
報
に

動
物
愛
護
記
事
を
掲
載
し

て
い
る
。

【
問
】
停
戦
合
意
が
崩
れ
、

危
険
な
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら

自
衛
隊
を
撤
退
す
べ
き
と

国
に
訴
え
る
考
え
は
。

【
答
】
国
際
社
会
で
国
家

の
存
立
に
関
わ
る
事
務
は

国
が
担
う
も
の
で
あ
り
、

一
地
方
公
共
団
体
が
お
答

え
す
る
事
項
で
は
な
い
。

【
問
】
豊
川
市
を
含
む
地

域
で
病
院
ベ
ッ
ド
約
１
千

400
床
を
削
減
目
標
と
す
る

愛
知
県
地
域
医
療
構
想
に

対
す
る
考
え
は
。

【
答
】
計
画
に
は
多
く
の

困
難
が
あ
る
。
他
市
と
連

携
し
、
地
域
医
療
を
守
り
、

将
来
も
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
一
層
努

力
す
る
。

【
問
】
御
津
１
区
第
２
期

分
譲
地
北
側
が
完
売
の
場

合
の
雇
用
創
出
見
込
み
は
。

【
答
】
大
木
地
区
工
業
団

地
の
状
況
を
基
に
推
計
す

る
と
、
従
業
員
は
約

480
人
、

う
ち
市
内
在
住
者
が
約

130

人
と
見
込
め
、
人
口
減
少

の
抑
制
に
有
効
。

【
問
】
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
よ

か
わ
活
性
化
事
業
を
利
用

し
実
施
し
た
子
育
て
世
代

向
け
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
は
。

【
答
】
市
内
の
店
舗
な
ど

に
よ
る
物
販
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
市
内

外
か
ら
約
１
万
人
が
来
場

し
、
出
店
者
の
Ｐ
Ｒ
や
誘

客
に
成
果
が
あ
っ
た
。

【
問
】
子
ど
も
た
ち
の
郷

土
愛
を
育
む
教
育
の
必
要

性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
が
住
む
地
域
を
学
ぶ

活
動
の
中
で
ふ
る
さ
と
の

す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
地

域
に
発
信
し
、
地
域
の
方

の
反
応
を
感
じ
る
こ
と
で
、

地
域
へ
の
自
信
と
誇
り
を

育
ん
で
い
る
。
地
域
と
の

触
れ
合
い
を
通
じ
、
喜
び

や
や
り
が
い
を
味
わ
わ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

八
　
木
　
月
　
子

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

生
涯
学
習
の
今
後
の
取
り
組
み
は
？

安
　
間
　
寛
　
子

捨
て
ね
こ
︑
野
良
ね
こ
を
増
や
さ
な
い

正
し
い
飼
い
方
と
そ
の
啓
発
は
？

浦
　
野
　
隼
　
次

人
口
減
少
を
抑
制
す
る
施
策
に
つ
い
て

チャレンジとよかわ活性化事業
「こどもがわらうとせかいがわらう」

⑥ＩＣＴ
　 I n f o r m a t i o n 　
and Communication 
Technology（ 情 報 通
信技術）の略で、情
報・通信に関する技
術の総称。

⑥
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【
問
】
高
齢
者
の
交
通
事

故
対
策
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

な
ど
を
活
用
し
た
参
加
、

体
験
型
の
教
室
を
開
催
す

る
。
ま
た
、
高
齢
者
へ
の

思
い
や
り
運
転
、
早
め
の

自
転
車
の
ラ
イ
ト
点
灯
、

夜
間
外
出
時
の
反
射
材
の

着
用
を
啓
発
す
る
。

【
問
】
本
市
の
運
転
免
許

証
自
主
返
納
支
援
事
業
の

内
容
は
。

【
答
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
回
数
券
か
反
射
材
付
き

の
傘
を
贈
呈
し
て
い
る
。

【
問
】
今
後
の
進
め
方
は
。

【
答
】
当
分
の
間
は
支
援

事
業
を
継
続
し
、
併
せ
て
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
減
少

に
効
果
的
な
施
策
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
る
。

【
問
】
返
納
し
や
す
い
環

境
整
備
と
し
て
、
タ
ク
シ

ー
、
バ
ス
、
電
車
等
の
利

用
に
対
し
て
補
助
を
行
う

考
え
は
。

【
答
】
県
内
に
は
、
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
支
援
物

品
と
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
た
め
、
他
の
自
治
体

の
取
り
組
み
も
参
考
に
し

て
い
き
た
い
。

【
問
】
産
業
振
興
条
例
を

作
り
、
産
業
活
性
化
の
取

り
組
み
を
強
め
る
考
え
は
。

【
答
】
現
行
の
中
小
企
業

振
興
施
策
で
経
済
の
振
興

を
図
る
考
え
で
あ
り
、
条

例
制
定
の
予
定
は
な
い
。

【
問
】
蔵
子
線
の
無
償
返

還
な
ど
、
ス
ズ
キ
に
地
域

貢
献
を
求
め
る
考
え
は
。

【
答
】
蔵
子
線
の
返
還
を

求
め
る
考
え
は
な
い
。

【
問
】
小
坂
井
地
区
の
複

合
施
設
に
つ
い
て
、
基
本

計
画
案
策
定
後
に
住
民
説

明
会
を
行
う
考
え
は
。

【
答
】
３
月
以
降
に
説
明

会
を
開
催
し
、
基
本
計
画

の
内
容
や
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
説
明
、
基
本
設

計
に
向
け
て
の
意
見
を
伺

う
場
と
す
る
予
定
。

【
問
】
介
護
報
酬
の
引
き

下
げ
に
よ
り
、
介
護
職
の

確
保
が
さ
ら
に
困
難
に
な

る
こ
と
を
懸
念
す
る
が
、

介
護
事
業
者
の
反
応
は
。

【
答
】
11
月
に
事
業
者
へ

説
明
と
意
向
調
査
を
行
っ

た
。
調
査
の
結
果
は
ま
だ

出
て
い
な
い
が
、
今
の
段

階
で
は
、
特
に
意
見
は
聞

い
て
い
な
い
。

【
問
】
職
員
の
少
数
精
鋭

化
の
た
め
の
人
材
育
成
へ

の
認
識
は
。

【
答
】
職
員
の
マ
ン
パ
ワ

ー
が
十
分
に
発
揮
で
き
る

職
場
づ
く
り
と
職
員
個
々

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
極
め

て
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
の
人
事
評
価
制
度
で

は
、
評
価
結
果
を
上
司
か

ら
本
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
育
成
面
接
を
実
施

し
、
職
員
の
教
育
ニ
ー
ズ

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
指

導
を
行
い
、
能
力
開
発
に

結
び
付
け
て
い
る
。

【
問
】
定
員
適
正
化
や
効

率
的
な
組
織
体
制
の
推
進

へ
の
考
え
は
。

【
答
】
行
政
課
題
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
た
め

に
は
、
組
織
体
制
や
人
材

育
成
を
中
心
と
し
た
行
政

経
営
改
革
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
少
数
化

は
一
定
の
成
果
が
出
て
い

る
が
、
精
鋭
化
に
は
到
達

点
が
な
く
、
常
に
上
を
目

指
し
、
継
続
的
に
取
り
組

む
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

今
後
も
行
政
経
営
改
革
に

力
を
入
れ
、
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
の
着
実
な
実
現
を
図
る
。

早
　
川
　
喬
　
俊

高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
の
取
り
組
み
は
？

佐
　
藤
　
郁
　
恵

産
業
振
興
条
例
を
作
り
︑
商
業
等
産
業

活
性
化
の
取
り
組
み
を
強
め
る
考
え
は
？

野
　
本
　

　
郎

職
員
の
少
数
精
鋭
化
の
た
め
の

人
材
育
成
へ
の
認
識
は
？

一般質問

コミュニティバス回数券（左）
反射材付きの傘（右）

⑦第 4 次定員適正化計画の目標と実績
　平成 22 年 4 月の職員数 1,201 人
に対し、平成 27 年 4 月に 1,082 人
を目標とするもの。福祉部門におけ
る行政需要の増加、保育園クラスの
増加等に対応した結果、実績は平成
27 年 4 月に 1,122 人となり、５年
間で 79 人の削減となった。

⑦
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委員会などの開催状況

　

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
基
本
計
画
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
建
設
候
補
地
を
市
役
所
本

庁
舎
南
東
に
あ
る
公
用
車
駐
車
場

に
し
た
理
由
は
。

【
答
】
災
害
対
策
本
部
員
等
の
参

集
の
し
や
す
さ
、
来
庁
者
駐
車
場

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
、
駐
車
場
の
減

少
数
を
重
視
し
た
。

【
問
】
地
上
２
階
、
延
べ
床
面
積

が
１
千
㎡
の
施
設
規
模
で
災
害
対

策
本
部
と
し
て
機
能
す
る
の
か
。

【
答
】
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
の
活
動
す

る
部
隊
員
全
員
が
参
集
で
き
な
い

と
非
効
率
で
あ
る
が
、
代
表
者
が

災
害
活
動
セ
ン
タ
ー
に
参
集
す
る

方
式
と
し
た
。

【
問
】
免
震
構
造
に
し
た
方
が
よ

い
の
で
は
。

【
答
】
よ
り
早
く
建
設
す
る
こ
と

な
ど
、
総
合
的
な
判
断
に
よ
り
耐

震
構
造
と
し
た
。

総
務
委
員
会
　
11
月
15
日

所
管
事
務
調
査

　

豊
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
基
本

　
計
画
（
案
）

災害に強い拠点づくり

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
副
市
長
が
２
人
に
な
っ
た

場
合
の
事
務
分
担
は
。

【
答
】
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面

で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
施
策
を
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
確
実
に
実

行
す
る
た
め
に
は
、
建
設
部
な
ど

が
行
う
都
市
基
盤
整
備
な
ど
を
主

に
担
当
す
る
副
市
長
を
置
く
こ
と

も
大
変
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考

え
る
。

【
問
】
２
人
目
の
副
市
長
の
人
材
は
。

【
答
】
国
や
県
な
ど
と
の
調
整
を

円
滑
に
進
め
る
こ
と
の
で
き
る
人

材
が
望
ま
し
く
、
市
Ｏ
Ｂ
で
は
な

く
、
外
部
か
ら
の
登
用
を
考
え
て

い
る
。

【
問
】
副
市
長
の
報
酬
の
年
額
は
。

【
答
】
給
料
、
期
末
手
当
、
共
済

費
の
合
計
で
約
１
千

670
万
円
で
あ

る
。

総
務
委
員
会
　
12
月
14
日

付
託
議
案
審
査

　

第
81
号
議
案

　
　
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正

行政需要に迅速かつ的確に対応するために

　

学
校
給
食
費
の
改
定
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
現
行
の
給
食
費
で
実
施
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

【
答
】
現
在
、食
材
の
量
や
デ
ザ
ー

ト
の
回
数
を
減
ら
し
た
り
、
安
価

な
食
材
へ
の
代
替
な
ど
で
対
応
し

て
い
る
。
適
正
な
副
食
費
が
確
保

で
き
な
い
と
、
栄
養
価
を
満
た
し

た
安
全
安
心
で
お
い
し
い
給
食
が

提
供
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

【
問
】
値
上
げ
金
額
の
妥
当
性
は
。

【
答
】
26
年
の
消
費
税
率
８
％
へ

の
改
定
分
に
加
え
、
牛
乳
、
副
食

費
の
値
上
が
り
等
の
状
況
に
基
づ

き
試
算
し
た
。

市
民
文
教
委
員
会
　
12
月
15
日

所
管
事
務
調
査

　
学
校
給
食
費
の
改
定

安全安心でおいしい給食を提供
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陳　情

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情は、申し合わせにより「聞きおく」としています。
※　「聞きおく」とされた陳情は、全議員にその写しを配布し、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断し
　　た場合は、定例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。
　　今期定例会において、申し出はありませんでした。

陳情第10号
　   ～第13号

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情

結　果 陳情第10号から陳情第12号は、常任委員会において不採択と決定。
陳情第13号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

愛知自治体キャラバン実行委員会　代表　森谷　光夫

陳情第14号 地域の実情に応じた医療提供体制の確保を求める陳情

愛知県社会保障推進協議会　　　　　議長　　    　森谷    光夫
愛知県医療介護福祉労働組合連合会　執行委員長　西野ルミ子

結　果 陳情第14号、陳情第15号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

陳情第15号 国に対して「保育士等の賃金と配置基準の改善を求める意見書」の提出を求める陳情

愛知県保育団体連絡協議会　会長　本田たみ代 

その他に開催された委員会

議員研修会

11月  ４日

11月  ４日

12月14日
　

12月15日
　

12月15日

「平成28年度福祉部の所管施設に係る指定管理者の指定方針」

「豊川市都市計画マスタープラン（案）」
「豊川市立地適正化計画（案）」

「御津地区児童館の再編」
「豊川市災害廃棄物処理計画の見直し」
「豊川市資源化施設の進捗状況」

「第２期豊川市教育振興基本計画（案）」
「第10次豊川市交通安全計画（案）」

「公共下水道事業第10次拡張計画区域（案）の選定」
「豊川農業振興地域整備計画変更（案）」
　

福祉環境委員会

産業建設委員会

福祉環境委員会
　

市民文教委員会
　

産業建設委員会

　11月10日と11日の２日間、「自治体議会運営・議員活動
におけるタブレット端末の活用について」をテーマにして、
ICT研修会を開催しました。
　始めに、全国の自治体の導入状況、ICTの「環境整備」と
「運用」、セキュリティ対策等について講義を受け、その後、
実際にタブレット端末の操作を体験しました。
　タブレット端末を実際に手に取り、講師の説明を聞きな
がら操作する中で、タブレット端末を使って豊川市議会とし
て何ができるのか、活用方法を考える機会となりました。

会議を想定し実際にタブレットを操作しました
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① ②

11月７日

11月８日
南あわじ市縁結び事業

広域連携、海の京都の取り組み

京都府庁会議室にて

　両視察先とも「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に
基づき、それぞれが実施する事業のうち、南あわじ市
では「婚活事業」、京都府では「海の特長を活かした観
光連携」という特色のある取り組みについて視察しま
した。地域の魅力を生かし、行政と民間活力との協働
により取り組む施策は大変参考になりました。

委員会の行政視察報告

兵庫県南あわじ市

京都府

11月16日

11月17日

11月18日

東日本大震災での市議会の対応

タブレット端末の導入

タブレット端末の導入、市議会の災害
対応、ららぽーと富士見の開業

茨城県北茨城市

東京都立川市

埼玉県富士見市

北茨城市役所会議室にて

　北茨城市では、東日本大震災発生以前に市議会災
害対策本部設置規程及び対応マニュアルを定めてい
ます。当時の状況は、マニュアルどおりの運用はでき
ず、３つの常任委員会が市域を手分けして情報収集
に当たり、災害対策本部で情報交換と対応の協議を
行いました。大規模災害時の議会の対応や議員の役
割を考える上で、大変参考になりました。

議会だよりの有料広告を募集します！議会だよりの有料広告を募集します！
募 集 枠
募集期間
応募方法

２枠（年4回発行　1枠：年80,000円）
平成29年3月1日（水）～31日（金）
3月1日から豊川市ホームページの
「市議会ホームページ」に応募方法
を掲載します。
申込書等をダウンロードし、必要事
項をご記入いただき、議会事務局へ
ご持参ください。また、議会事務局で
も申込書等を配布します。

政策課題調査特別委員会

議会運営委員会



議会だより No.180　16

編
集
後
記

広 告

　

今
12
月
議
会
で
は
、
全
中
学

校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
費
等
、
多
く
の
市
民
要

望
に
応
え
る
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
、
ま
た
各
議
員
の
一
般
質

問
で
も
、
プ
リ
オ
や
イ
オ
ン
モ

ー
ル
等
、
ま
ち
づ
く
り
の
議
論

が
深
ま
る
議
会
で
し
た
。
新
年

度
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
傍
聴

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

編
集
委
員　

安
間
寛
子

２月２３日（木）
２月２８日（火）
３月   １日（水）
３月   ２日（木）
３月   ６日（月）
３月   ８日（水）
３月   ９日（木）
３月１３日（月）
３月１４日（火）
３月１５日（水）
３月１７日（金）
３月２２日（水）

開会・議 案説明
一 般 質 問
一 般 質 問
一 般 質 問
議案付託・一部採決
常任委員会（議案審査）
常任委員会（議案審査）
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
討論・採決・閉会

１３時３０分
１０時
１０時
１０時
１３時３０分
１０時
１０時
１０時
１０時
１０時
１０時
１３時３０分

◆会期日程予定

次回の市議会
（平成29年第1回定例会）

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。

日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

　議会だよりの表紙に皆様の写真を掲載し
てみませんか。
　保育園・小中学校の行事や各種イベント
など、市内で撮影された写真（未発表のも
のに限ります）を広く募集しています。
　なお、撮影された本人または対象物の所
有者の承諾が得られているものに限りま
す。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙以
外の箇所に掲載させていただくことがあり
ます。
【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏
名、電話番号を明記の上、議会事務局まで
お送りください。

議会だよりの
表紙写真募集
議会だよりの
表紙写真募集

e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

　市議会本会議や委員会は、一般の方でも傍聴
することができます。会議の開催日を事前にご
確認のうえ、市役所本庁舎３階にある本会議場
または委員会室へ、ぜひ足をお運びください。

市議会は傍聴できます！

発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます。　

豊川市議会 検索




